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はじめに

ヒラメ Paralichtl明 olivaceusは千葉県沿岸に広く分

布しており，本県栽培漁業の重要魚種であり， 1984年

から稚魚の放流が行われている。

のl南端近くには総延長3，900mの岩井川と，北端近く

には小さな排水路が流れ込んでいる。図1に示す19か

所の定点を設け，以下の調査を行った。

ヒラメは浅海域に着底した後，全長100叩前後では

水深5mW-浅の成育場で過ごし，成長とともに，漆い

水深帯へと移動分散していくことが知られている1)。

ヒラメ稚魚は成魚に近い潜砂行動や遊泳行動をとり，

主に砂質の海底に生息し2)，中央粒径が0.1から1.Omm 

までの潜砂しやすい底質を選択している九

ヒラメ稚魚は着j長前後からアミ類を摂餌しはじめ，

全長50皿から100皿前後では主要な餌生物となってい

るが，成長に伴い食性は，魚類へと変化する2)。その

転換期は開放的な海域では，全長100mm，閉鎖型海域

では50から70mmで起こるとされているヘ

本県では，現在全長100mmサイズで種苗放流カず行わ

れているが，その放流地が上記の言語条件を満たす最適

な生息場所であることが重要であると思われる。そこ
とみやま

で今回は本県のヒラメ稚魚の放流地の一つである寵Il!
わん

湾において，底質および水質調査による放流地の環境

把握とアミ類の季節変動と分布および放流時期に出現

するアミの種類について調査を行い，ヒラメ穏苗にとっ

て好適な放流場所および放流時期について餌料環境の

而から検討したので，その結果について報告する。

調査方法

139' 4，}' E 

調査海域 底質

35・，.N 

35.5' N 

宅」主~

35・，.N 
1鈎'白.E 139' 51' E 

図1 調査地点(富山湾)
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富山湾は，東京湾側の房総半島の南部に位置するー 1997年3月26日にエツクマン・パージ、型採泥器およ

小湾である。湾口の臓が3.6km，奥行きが1.8km程で， び潜水により図1の19か所の底層からそれぞれ泥を持

商に広く関口した開放的なi寄となっている。湾口部の ち帰り，分析に供した。分析は(1)粒度組成(2)強熱減

水深は約20mで，湾奥には約2kmの砂浜があって，そ 量(3)硫化物の3項目について行った。



富山湾の底質

底質の粒度組成は，全体的に紹砂および極細砂が主

体であり，中央救径値はO.1l0~0. 161皿であった。

St. 3は他の地点に比べi尼分が多かった(図2，3， 

4)。

強熱減量は1.8~7.3%の範囲であった。水深5m以

浅では1.8~4. 2%，以深では2.7~7. 3%であった。特

にSt.3は， 7.3%で他の調査点が最大4.8%であるの

に比べて高い値を示した。湾の中央部は値の低い傾向

であった(図5)。

硫化物はo~O. 0038mgl gの範囲であった。硫化物
は河口前面および小i甫の沖で巳多かった(図6)。

定した。

胃内容物

千葉県栽培漁業センターで生産，中間育成されたヒ

ラメ(平均全長97.6mm，29，920尾)を1997年9月2日

に水深約5mの宥井J11河口付近 (St.8付近)におい

て船上から放流した。放流7日後まで3固と10月以降

2月までの5か月間，毎月 1回，放流場所付近におい

て網口高さ20cm，網11幅200cm，網の長さ6.5m，日合

い3.7皿 1の水産工学研究所n'Mソリネットにより採捕
を行い，採集されたヒラメの胃内容物の種類を調べた。

なお，天然魚は採集されなかったので放流魚のみ整理

ltこ。

果結

川島

粒度組成

採取した泥を塩分除去のため洗浄後，乾燥し粒度分

析試料に使用した。ふるいは， 4， 2， 1. 414， 1， 0.707， 

0.500， 0.354， 0.250， 0.177， 0.125， 0.088， 0.063 

mの各目合いを用い，ふるい振とう機(大平理化工業

株式会初)を用いスピード50，振とう時間3分間でふ

るい分け後，各ふるいに残督した試料を秤量した5，6)。

秤量値を堆積物の粒径による分類表的を用いて，底質

の分類を行った。

強熱減量

磁但.るつぼにi尼を入れ105l:， 2時間乾燥した後，

電気炉で700l:， 2時間加熱後，デシケーター中で30

分放冷後秤量した。試料中の強熱減量は，次式により

算出した。

強熱減量(%)= (W1-WZ)I AXlω 

WI :乾燥後のi尼の秤量催 (g)

Wz:加熱後の泥の秤量値 (g)

A:乾燥した泥の重量 (g)
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硫化物

硫化物測定器(ヘドロテック S:株式会村ガステツ

ク)を用いて硫化物の測定を行った。採取した泥に濃

硫酸を加え，発生した硫化水素を検知管で測定し，試

科中の硫化水素量は，次式により算出した。

S=検知管の読みXSzI(SIXS，) 

S 乾i尼1gの硫化水素量(nω

Sl: H活発生用のi厄 (g)

Sz :乾燥用の泥 (g)

S，・乾燥後のSz(g) 

'" 。"【118

富山湾の水深と中央粒径値
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水質

水温は1997年 4 月 ~1999年 3 月，塩分およひ'懸濁物

量l土1997年 4 月 ~1998年 3 月， pHは1997年 8 月 ~1998

年7月の毎月 11m，関1の13か所において表層および

底層 (2~ 15m)から採水し調査した。水涜，塩分，

pHについては船上で卓上の測定器(デジタル塩分割

: (，栂竹村電気製作所，カスタニーA口'pHメータD.21S

:鰯堀場製作所)を用いて測定した。懸濁物量は，海

水を実験室に持ち帰り，ろ過器でろ過し，ろ紙に残っ

た懸i胃物を秤量した九なお，水i昆，塩分J pH，壁、濁

物量の季節変化を見るために各調査点の値を月ごとに

平均し使用した。

餌料生物

1997年 4 月 ~1999年 3 月毎月 1 回，図 I の13か所に

おいて網口高さ40叩， S開口幅100cm，網の長さ 6m， 
日合い0.7皿のソリネットによってアミ類の定量採集

を行った。採集物は， 10%中性ホルマリンで固定した

後，アミ類とそれ以外に分類し，アミ類のiE重量を担Ij
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富山湾の水質
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図4 富山湾の底質分布

図6 硫化物

表層および底層の水iAiは，どちらも 1月に13'C台で

最低値となり，最高値は8，9月の25-26'C台であっ

た。表層と底層の水温差は 1'C未満であった(図7)。

表層および成層の塩分は，ともに 1年を通し30-32

で大きな変化はなかった。表層と底層の塩分差は1米

i詩で， 11月を除いて底層の方が高かった。 5月に岩井

川河口の前面の表層で23の低い値があった(図8)。

表層および、氏層のpHは，どちらも 3月に8.7で最高

となり 5，8月にいずれも8.3で最低となった。表

s包 250 C。

図5 強熱減量

層と底層の差は極くわずかなものであった(図的。

表層および底層の懸濁物量は，ともに 1年を通し

0.005mg/llle以下であった。 4，5月は調査点によりぱ

らつきが大きかった。表層と底層の懸濁物量の差はほ

とんど無かった(図10)。

ヒラメ稚魚の餌料生物

1997年4月-1998年3月の 1年間のアミ類の出現量

は， 0.80-88.15 g I m'で，富山湾の北側の排水路前面

の水深2m (St. 14)で最も多く，同じ排水路前面の

水深15m(St.17)で最も少なかった。

放流時期の 7-9月に安定して多く出現していたの

は，河口付近の水深2-3 m (St. 5， 6)と上記のSt

14であった。

出現期間は1か月で短いが，多く出現したのは8月

の水深5mのSt.13と9月の水深15mのSt.11であった。

また，上記以外の場所については， 7， 8月ころ一時

的にアミ類は出現するもののその出現量はわずかであっ
マ，

ι 。

アミ類の出現は， 5， 6月から増加し， 8， 9月に

最大となった。 10月以降出現量は急激に減少し， 4月

まではほとんど見られなくなった。また， 1997年と1998

年の出現量には大きな差があった(図11)。

放流時 (1997年9月)のアミの出現は次のとおりで

ある。採集されたアミの種類は，ミツクリハマアミ，

コマセアミ， トゲイサザアミ， トリウミモアミ，ナガ

オトゲハマアミ，ニホンハマアミ，ナカザトハマアミ，

およびPriononlysisasperaの8種類および不明4種で

あった(図12)。
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採捕したヒラメの胃内容物

採捕したヒラメ(表1)の胃内容物からはアミ類ま

たは魚類のどちらかの鰐科生物が見出された。放流翌

日には73%のヒラメがアミ類を摂餌L.，魚類は認めら

れなかった。 3および7日後にはアミ以外に魚類も認

められた。また. 7日後には空胃なものは認められな
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図10 懸濁物量
(1997年4月-1998年3月，上表層;下底層)

かった。

多くのヒラメがミツクリハマアミを摂餌していた

(図13)。

採捕したヒラメの会長別の胃内容物を見ると.130 

mm以下のヒラメは主にアミ類を摂餌L.140mm以上で

はアミ類は観察されなかった(図14)。
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考察

富山湾の環境

富山湾の底質はほとんどが砂質で岩井川河口周辺お

よび南側が紺l砂，北側が極細砂であった。館山湾で全

長150mm以下の天然のヒラメが多く出現するのは，中

央粒径値0.17醐(細砂)であり，粗砂(中央粒径値

1. Omm)や極細砂~泥(中央粒径値0.09皿)のところ

での11¥現は稀であると報告されているめ。反田3)が千丁っ

た人工生産ヒラメの潜砂能力の実験結果では，全長23

mmのヒラメは粒径が0.5阻まで，会長54-100凹のヒラ

メは，粒径が1.0凹までの砂に潜砂が可能であるとし，

それ以上の粒径ではi替砂が困難か不可能であった。ま

た，粒径が0.125-0.5凹では全長23.0-99.6皿のヒラ

メは高いi脊砂率を示したと報告している。

これに従えば，中央粒径値が0.110-0.161皿の範囲

にある富山湾は全長100mmサイズ、の放流魚が潜砂する

ことが可能な海域であると判断される。

強熱減量および怒濁物量の分布は南の小浦測の沖に

I&Jかつて高い傾向があり， St. 3では他の地点にltベ
泥分が多く検出されたことから，小i甫倒lは河川|から流

出物がi中に向かつて堆積しているのではないかと推察

された。

なお 5月に塩分が低くなり，特に岩井川河口前面

のSt.5では表層の塩分が23と非常に低い倍となった。

50 
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図12 1997年9月のアミの種類と採取量
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また，懸濁物量も 5月は高くなりSI.5の表層懸濁物

量が0.029mg/mlの非常に高い値を示したことは，調

査前日に激しい雷雨があり，河川水が大量に湾内に流

れ込んだためと思われる。

富山湾に出現したアミ類

アミ類は水温の上昇とともに増加し，夏季に分布章一

は最大となった。その後，水}鼠が下降するにしたがい

減少し，冬季にはわずかしか見られなかった。現在，

富山湾ではヒラメの放流は8-9月に行われており，

ヒラメ稚魚の主要な館料生物であるアミ類の出現期と

一致する。

岩手県大野湾でも同様に水温の上昇とともにアミ類

カ苛勧Hして夏季に分布密度が最大となり，冬季に最低

となったと報告されている引九そして同海域では，

天然ヒラメは8月に着底を完了し， 9月に放流された

ヒラメ種苗とともに水温が低下する初冬まで湾内の砂

浜域の成育場に分布し，アミ類の分布と時空間的に一

致することから，ヒラメ幼稚魚の餌科としてアミ類が

重要な役割を果たしていると推察している10)。

一方，鳥取砂浜沿岸域での調査では，春季が最多出

現期で夏季には急減し，秋季から冬季に向かつて密度

が上昇する 11)と報告されている。この結果から鳥取県

では6月放流を5月放流に切り替えたところ，放流サ

イズが若干小型化したにもかかわらず，それ以前の2

-3倍の回収率が得られている2)。このことからもヒ

ラメ稚魚の放流と餌科生物のアミ類の出現期との一致

が重要である。

富山湾でアミ類の出現最が多くなるのは6-8月頃

で，この時期岩井川河口のSI.5， 6の水深2-3m

付近と富山湾の北側SI.14，15の水深2-5m付近に

多く出現する。 SI.14，15は有機物量(強熱減量)が

比較的多いととろであることから，泌土上の有機物を

餌とするアミ謬'i12，13)が多く生息するものと恩われる。

また，放流後7日間内に再捕されたヒラメの胃内容

物のアミの組成と放流時にこの海域に出現していたア

ミの組成が一致することから，特に優占して出現して

いたミツクリハマアミを多くのヒラメが摂餌したと考

えられる。

放流ヒラメの胃内容物

鳥取県沿岸域における放流ヒラメの摂餌状態は，同

等サイズの天然魚に比べると，特に放矛戸初期に摂餌す

るヒラメの割合が低く，空胃のヒラメの出現率が高い

ことから，人工種苗の摂餌能力は天然魚より劣ってい

るとの報告がある 14)。富山湾では空胃偶体の出現率は

放流翌日27%，3日後19%，7日後0%で，鳥取での

祭胃個体の出現率 (20-100%)に比べて低い値であ
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ることから，放流ヒラメの摂餌能力はかなり高かった

と思われる。

館山湾8)や新潟県北部沿岸域日)では，ヒラメ稚魚、の

アミ類から魚類への食1'1 の転換が，全長120~130皿で

起こることが報告されている。今回調査した，官山i奇

でも全長130凹を境に食性が転換している。千葉県で

現在行っているヒラメの放流サイズは全長100凹であ

ることから餌科生物はアミ類である。

したがって，ヒラメ稚魚の好適な放流時期，場所を

餌料環境面から検討するに際して，アミ類の出現動向

をさらに詳しく把探することが重要であると推察される。

要約

1 )寓山湾の水iilH5m0，浅海区の底質は中央粒径値が

O. 1l0~0. 161皿にあり，ほとんどの部分が板細砂

で，ヒラメ稚魚がi替砂することが可能な海域であっ

た。

2)ヒラメ稚魚の餌となるアミ類は水温の上昇ととも

に増加し， 6~9 月に最も多く出現し， 1O~ 5月

はほとんど認められなくなった。

3)アミ類は岩井川河口付近および富山湾北側の水深

2~5 1llの極細砂および調H砂域に多く分布してい
守，山。

4) 1997年9月に出現したアミ類は9種類で，ミツク

リハマアミカま優市していた。

5 )ヒラメ種苗は全長130阻までアミ類を摂餌してい

たが， 140mm以上では魚類を摂餌していた。

6 )干葉県で現在行われているヒラメの放流サイズ

(全長100mm)では，主となる餌科生物はアミ類

であることから，放流時期，場所を検討する場合

には，底質環境に加えて，アミ類の出現動向をさ

らに詳しく検討することが重要であると考察した。
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